
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































ロトコルを示す。図 3 は F が問題解決に必
要な補助線を引いた瞬間の記述である。 
 
＜F と M の問題解決時のプロトコル＞ 
F が問題解決に必要な補助線(BI と DI)
を引く。（I は筆者が任意に名づけた） 
M それ何(BI と DI)？ 








F そしたらこことここ(∠DBE と∠IBE) 
が足して 45°だから，こことここ(∠ 











 図 3 F と M の問題解決過程 
 
 プロトコルで示した二名の問題解決過程































う三つの正方形を合わせた長方形 ABCD ある。点 B か
ら点 D へ直線を引き，BC 上に点 E をとり，点 A から






















れね，この前までずっと 60°と 30°の 
直角三角形にこだわってきてたんだけ 











F なかった。引いてから 90°になるって 
気づいた。 
T 二等辺三角形になるって見通しはない 
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